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○ 自立活動の指導と各教科等との関連 

障がいによって、各教科等の内容がうまく学べないと、教科のねらいを達成したり調和的

な発達を遂げたりすることができません。各教科等を学ぶ際に、障がいによってうまく学べ

ない点にアプローチし、児童生徒の「学び」を支える役割を担っているのが自立活動です。 

 

自立活動の指導と各教科等の指導は 

分けて考えるとよいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

【国語科】における自立活動との関連の例 
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 自立活動は、各教科等において育まれる資

質・能力を支える役割があるため、各教科等の

指導と密接な関連を保ちなが 

ら指導することが重要です。 
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各教科等の中で自立活動の指導を行う場合は、その教科の目標を

逸脱しないようにすることが大切です。 

例えば、上記の国語科は、「Ａ 話すこと・聞くこと」のねらい

の達成を目指した授業ですが、児童の困難さのみに着目して、発音

等の指導に終始してしまわないよう、学習内容等を工夫し、授業の

ねらいに迫る必要があります。 

互いの話に関心を持ち、相手の発言を

受けて話をつなぐこと。 

言語障がい 

特別支援学級

の児童 

・発音が明瞭でない。 

・正しい発音と自分の発音との違いを区

別することが難しい。 

ね
ら
い 

困
難
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「コミュニケーション 

(2) 言語の受容と表出に

関すること。」などに関す

る指導内容 

自立活動 

●国語科 小学校第１学年及び第２学年 

改善・克服 

目標達成 

【各教科等と自立活動との関連についてのイメージ図】 
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